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10
月
18
日
、
第
45
回
青
森
県
統
計
大
会

が
弘
前
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
川
村
弘

江
氏

(

浜
名)

は
各
種
統
計
調
査
功
績
に

よ
り
、
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。川

村
氏
は
昭
和
40
年
か
ら
現
在
ま
で
41

年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、
各
種
統
計
調
査

員
と
し
て
迅
速
か
つ
正
確
、
他
の
模
範
で

あ
る
と
共
に
、
統
計
の
普
及
充
実
に
貢
献

し
、
こ
れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
嶋
中
賢
一
氏

(

大
川
平)

は
昭

和
26
年
か
ら
現
在
ま
で
55
年
間
の
長
き
に

わ
た
り
各
種
統
計
調
査
員
及
び
指
導
員
と

し
て
統
計
の
普
及
発
展
に
貢
献
さ
れ
、
こ

の
度
、
財
団
法
人
全
国
統
計
協
会
連
合
会

長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

11
月
１
日
、
平
成
18
年
度
今
別

町
褒
賞
授
与
式
が
行
わ
れ
、
相
内

寛
氏

(

二
股)

は
自
治
功
労
。
神

與
佐
雄
氏

(

奥
平
部)

は
納
税
功

労
。
平
山
順
一
氏

(

大
川
平)

は

自
治
功
労
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

相
内
氏
は
、
昭
和
35
年
３
月
か

ら
昭
和
43
年
３
月
ま
で
２
期
８
年

町
議
会
議
員
を
努
め
ら
れ
平
成
７

年
９
月
か
ら
平
成
15
年
12
月
ま
で

町
監
査
委
員
と
し
て
長
き
に
わ
た

り
、
地
方
自
治
の
振
興
に
ご
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

神
氏
は
、
昭
和
30
年
４
月
以
来

奥
平
部
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
長
と

し
て
49
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
税

の
早
期
完
納
や
納
税
意
識
の
高
揚

に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

平
山
氏
は
、
昭
和
59
年
３
月
か

ら
平
成
16
年
３
月
ま
で
５
期
20
年

の
長
き
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
振

興
に
ご
尽
力
さ
れ
こ
の
度
の
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。
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相内 寛氏〈自治功労〉
●今別町議会議員
昭和35年３月～昭和43年３月
●産業建設常任委員長
昭和39年４月～昭和43年３月
●今別町固定資産評価審査委員
平成５年12月～平成８年12月
●今別町監査委員
平成７年９月～平成15年12月

神 與佐雄氏〈納税功労〉
●奥平部地区納税貯蓄組合長
昭和30年４月～平成16年３月
●町納税貯蓄組合連合会副会長
昭和61年４月～昭和62年３月
●町納税貯蓄組合連合会会長
昭和62年４月～平成16年３月
●青森県納税貯蓄組合

青森地区支部理事
昭和62年４月～平成16年３月

平山 順一氏〈自治功労〉
●今別町議会議員
昭和59年３月～平成16年３月

●厚生文教常任委員長
昭和63年４月～平成２年３月

●総務企画常任委員長
平成６年４月～平成８年３月

●建設産業常任委員長
平成８年４月～平成10年３月

●議会運営委員会委員長
平成12年４月～平成14年３月

●議会広報委員会委員長
平成14年４月～平成16年３月
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10
月
29
日
、
産
業
と
文
化
の

ま
つ
り
が
開
発
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
、
大
勢
の
人
出
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は

｢

つ
が

る
海
峡
ち
ゃ
か
親
童
・
北
天
舞

悠｣

に
よ
る
力
強
い
よ
さ
こ
い

ソ
ー
ラ
ン
で
開
幕
し
、
同
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ル
で
は
、
生
け
花
や

水
墨
画
、
粘
土
細
工
、
盆
栽
、

小
中
学
生
の
書
道
な
ど
を
展
示
、

ピ
ア
ノ
演
奏
や
コ
ー
ラ
ス
、
大

正
琴
な
ど
日
頃
の
成
果
を
披
露

し
ま
し
た
。

ま
た
、
表
千
家

(

代
表
成
田

り
せ
子)
、
東
藪
内
流

(

代
表

中
島
ケ
イ
子)
に
よ
る
茶
道
や

囲
碁
・
将
棋
、
裂
き
織
り
体
験

や
読
み
聞
か
せ
コ
ー
ナ
ー
も
設

け
ら
れ
、
訪
れ
た
方
々
は
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
を
し
て
い
ま
し
た
。

野
外
会
場
で
は
、
農
業
・
漁

業
団
体
や
商
店
な
ど
が
テ
ン
ト

を
貼
り
、
地
元
の
加
工
品
な
ど

が
販
売
さ
れ
、
大
好
評
の
鮭
鍋

に
大
勢
の
方
々
が
秋
の
味
覚
を

味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

他
に
は
、
金
魚
す
く
い
や
ビ

ン
ゴ
大
会
、
中
で
も
人
気
が
あ
っ

た
の
は
帆
立
つ
り
コ
ー
ナ
ー
と

ド
ッ
プ
引
き
大
会
。
帆
立
つ
り

で
は
、
ひ
も
に
フ
ッ
ク
を
付
け

て
、
帆
立
を
釣
り
上
げ
る
姿
は

皆
真
剣
。
ド
ッ
プ
引
き
大
会
も

同
様
、
ひ
も
の
先
に
繋
が
れ
た

商
品
を
求
め
、
自
ら
の
運
と
引

き
の
強
さ
を
信
じ
て
い
ざ
勝
負
。

会
場
で
は
、
大
き
な
笑
い
声

や
、
買
い
物
客
で
賑
わ
い
ま
し

た
。
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○今別町職員数の状況
ア 部門別職員数の推移 (各年４月１日現在)

区 分 職 員 数 (人) 対 前 年 増 減 数 (人)
部 門 平成16年 平成17年 平成18年 平成16年 平成17年 平成18年

福
祉
関
係
を
除
く

一
般
行
政
部
門

議会 2 2 2
総務企画 22 20 19 ▲ 2 ▲ 2 ▲ 1
税務 6 6 5 3 ▲ 1
労働
農林水産 9 10 9 ▲ 3 1 ▲ 1
商工 1 6 4 ▲ 1 5 ▲ 2
土木 7 6 4 1 ▲ 1 ▲ 2
小計 47 50 43 ▲ 2 3 ▲ 7

福祉関係
民生 16 5 5 ▲ 1 ▲ 11
衛生 4 5 5 ▲ 1 1
小計 20 10 10 ▲ 2 ▲ 10

一 般 行 政 67 60 53 ▲ 4 ▲ 7 ▲ 7

特別行政 教育 9 10 9 1 ▲ 1
小計 9 10 9 1 ▲ 1

公営企業等
会計部門

病院 7 6 6 ▲ 1
水道 2 2 3 1
その他 30 31 30 1 ▲ 1
小計 39 39 39

総 合 計 115 109 101 ▲ 4 ▲ 6 ▲ 8
※ 職員数は一般職に属する職員数であり､ 地方公務員の身分を保有する休職者､ 派遣職員などを含み､ 臨時または非常勤職
員を除いている｡

イ 部門別増減事由一覧
区分

部門
職 員 数 対前年 主な増減理由平成17年 平成18年

一般行政
部 門

議会 2 2
総務 20 19 ▲ 1 事務合理化(コンピュータ化)
税務 6 5 ▲ 1 〃
労働
農林水産 10 9 ▲ 1 整備事業等の完成
商工 6 4 ▲ 2 観光施設の一部委託
土木 6 4 ▲ 2 建設事業の縮小
民生 5 5
衛生 5 5
小計 60 53 ▲ 7

特別行政
部 門

教育 10 9 ▲ 1 学校事務統廃合
小計 10 9 ▲ 1

公営企業
会計部門

病院 6 6
水道 2 3 1 業務拡大
その他 31 30 ▲ 1 嘱託職員対応
小計 39 39

合 計 109 101 ▲ 8

③ 定員適正化計画の年次別新捗状況 (実績) の概要 (各年４月１日現在)
区分

部門
17年 18年 19年 20年 21年 22年 17年～22年 (参考)
計画年度 １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 計 数値目標

全部門 減 員 5 2 1 4 4 16
増 員
差 引 5 2 1 4 4 16 14.7
職 員 数 109 104 102 101 97 93

(注) 1 計画期間は､ 平成17年～平成22年の５年間である｡

エ 定員適正化計画の数値目標及び進捗状況
① 定員適正化目標 (数・率)

計 画 期 間
数 値 目 標

始 期 終 期
平成17年４月１日 平成22年３月31日 日14.7(16人)削減

② 平成22年４月１日現在における定員の数値目標

14.7 (16人) 削減

ウ 年齢別職員構成状況
(平成18年４月１日現在)

区 分 職 員 数
20 歳 ～ 23 歳
24 歳 ～ 27 歳 2
28 歳 ～ 31 歳 5
32 歳 ～ 35 歳 1
36 歳 ～ 39 歳 1
40 歳 ～ 43 歳 1
44 歳 ～ 47 歳 26
48 歳 ～ 51 歳 27
52 歳 ～ 55 歳 23
56 歳 ～ 59 歳 15

計 101
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○今別町職員数の状況
１. 人件費の状況 (普通会計決算)

区 分 住民基本台帳人口 歳出額Ａ 実質収支 人件費Ｂ 人件費率Ｂ／Ａ
平成17年 3,977人 2,348,559千円 32,956千円 617,372千円 26.3％

２. 職員給与費の状況 (普通会計決算)

区分 職員数
給 与 費

一人当たり給与費
給料 職員手当 期末・勤勉手当 計

平成18年 75 328,993 23,763 100,098 452,854 6,038
(注) １職員手当ては退職金を含まない｡ 2 給与費は当初予算に計上された金額である｡

３. ラスパレイス指数の現況 (各年４月１日現在)
平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年

ラス指数 98.80 97.84 92.26 90.40 90.80

４. 職員の平均給料月額及び平均年齢の状況 (平成17年４月１日現在)
一般行政職 技能労務職

平均年齢 平均給料月額 平均年齢 平均給料月額
50.4歳 378,500円 (375,200) 48歳 360,600円 (345,100)
※国の基準に基づく給料表の平均給料月額で､ ( ) 内は平成16年度から今別町独自の２～５％の減額で支給しています｡

８. 特別職の報酬等の状況 (平成17年４月１日現在､ 期末手当は平成16年度の実績)

区分
給 料 報 酬

町長 助役 収入役 教育長 議長 副議長 議員
月額 575,000円 495,000円 462,000円 454,000円 263,000円 225,000円 215,000円
期末手当 ６月期1.7月分 12月期1.6月分
退職手当 〈算定方式〉町長：100/550・助役100/320・収入役：100/290 (各率に在職年数を乗じる) 〈支給時期〉任期満了毎

７. 一般行政職の級別職員数の状況 (平成18年４月１日現在)
１ 級 ２ 級 ３ 級 ４ 級 ５ 級 ６ 級 計

基準的な職務内容
主 事 主 査 主 任 主 幹 次 長 参 事

主 査 次長等 次監等 課長等
職員数 (人) 1 2 46 8 8 65
構成比 (％) 1.5 3.1 70.8 12.3 12.3 100.0

1年前の構成比 (％) 1.5 0 27.3 54.5
※今別町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数 (技能労務職､ 医療職等を除く人数) です｡
※標準的な職務内容とは､ それぞれの級に該当する代表的な職名です｡

○職員手当の状況
１. 期末手当・勤勉手当 (平成17年度)

期末手当 勤勉手当
６月期 １. ４月分 ０. ７２５月分
12月期 １. ６月分 ０. ７２５月分
計 ３. ００月分 １. ４５月分

２. 時間外勤務手当
区 分 平成16年度 平成17年度

支 給 総 額 621千円 255千円
職員１人当たり支給年額 9千円 2.6千円

※支給割合は国と同じです｡
平成16年度から期末・勤勉手当は､ 今別町独自の20～35％以内の減額で支給しています｡

３. その他の手当 (平成18年４月１日現在)
区 分

扶養
手当

・配偶者 13,000円
・配偶者以外
２人目まで 6,000円
(ただし､ 配偶者がいない場合は
そのうち1人について 11,000円)
３人目以上 5,000円
満１６歳から２２歳までの子
に加算となる額 5,000円

……………………………………………

…………………………………………

……………………………
…………………………………………

……………………………………
住居
手当

・持ち家 3,000円
・借家 (貸間) 最低額1,000円～最高額27,000円

……………………………………………

通勤
手当

・交通機関利用者 4,410円～50,000円
・交通用具利用者 1,000円～11,000円

……………………
……………………

４. 退職手当
○支給率

自己都合 勧奨・定年
勤続２０年 23.5 月分 30.55月分
勤続２５年 33.5 月分 41.34月分
勤続３０年 41.5 月分 50.7 月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分

1人当たり平均支給額 24,205千円 (勧奨・定年)

※ (注) 退職手当の1人当たり平均支給額は､ 前年度に

退職した全職員に係る職員に支給された平均額である｡

５. 職員の初任給状況 (平成17年４月１日現在)

区 分 決定初任給 採用２年経過日給料額

一 般
行政職

大卒
170,200円 183,800円
(166,796円) (180,124円)

高卒
138,400円 148,000円
(135,632円) (145,040円)

※ 国の基準に基づく平均給料月額で ( ) 内は平成16
年度から今別町独自の２％減額の初任給です｡

６. 職員の経験年数別､ 学歴別平均給料額の支給状況
(平成18年４月１日現在)

経験年数
学歴 10年 15年 20年

一般行政職
大 卒 ― 280,992円 341,760円
高 卒 ― ― 323,600円

技能労務職 全学歴 ― ― 345,120円
※ 国の基準に基づく給料表の平均給料月額で､ ( ) 内は平成16年
度から今別町独自の２～５％の減額で支給しています｡

(平成17年度末)



���������	
����
 � ��

11
月
14
日
、
開
発
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

か
も
め
作
業
所
や
婦
人
会
、
日
赤
奉
仕
団

の
方
々
23
名
が
参
加
し
、
交
流
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
交
流
会
は
、
地
域
の
交
流
を
目
的

に
、
今
年
で
４
回
目
を
迎
え
、
ペ
タ
ン
ク

競
技
終
了
後
、
婦
人
会
が
作
っ
た
豚
汁
や

か
も
め
作
業
所
の
み
な
さ
ん
が
焼
い
た
マ

ド
レ
ー
ヌ
を
全
員
で
食
べ
な
が
ら
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

試
合
結
果
は
、
日
赤
奉
仕
西
田
分
団
が

見
事
１
位
に
輝
き
ま
し
た
。
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こ
の
度
、
平
成
18
年
度
自
治
宝
く
じ
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
、
６
町
内
会
ネ
ー

ム
入
り
メ
ル
ヘ
ン
テ
ン
ト(

後
町
、
寺
町
、

新
町
、
八
幡
町
、
西
田
、
団
地)

を
購
入

し
ま
し
た
。

購
入
さ
れ
た
メ
ル
ヘ
ン
テ
ン
ト
は
、
荒

馬
ま
つ
り
や
産
業
と
文
化
の
ま
つ
り
な
ど

各
種
イ
ベ
ン
ト
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
こ
の
事
業
で
購
入
さ
れ
た
も

の
は
、
照
明
器
具
３
基
、
電
動
ド
リ
ル
２

台
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
別
町
消
防
団

(

横
岡

亘
団
長)

で
は
、
10
月
22
日
、

消
防
車
両
に
よ
る
町

内
火
災
予
防
パ
レ
ー

ド
を
行
い
、
防
火
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

パ
レ
ー
ド
終
了
後
、

海
峡
あ
す
な
ろ
公
園

(

河
川
公
園)

に
お

い
て
、
上
磯
地
区
移

動
教
養
訓
練
が
開
催

さ
れ
、
参
加
し
た
団

員
は

｢

消
防
団
員
と

し
て
現
場
で
は
機
敏

さ
が
求
め
ら
れ
る
た

め
、
日
頃
の
訓
練
を

大
事
に
し
た
い
と｣

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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10
月
22
日
、
第
７
分
団
主
催

の
消
火
訓
練
が
村
元
地
区
に
お

い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
頃
か
ら
火
災
予
防
を
心
が

け
て
い
る
地
域
住
民
30
名
以
上

が
参
加
し
、
今
別
分
署
職
員
か

ら
消
火
器
の
仕
組
み
や
取
扱
い

の
説
明
の
後
、
実
際
に
住
民
が

消
火
器
を
使
っ
て
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。

参
加
し
た
住
民
の
中
に
は
、

初
め
て
消
火
器
を
使
っ
た
方
も

お
り
、｢

大
変
良
い
経
験
が
出

来
た｣

と
初
期
消
火
の
必
要
性

を
再
認
識
し
、
万
が
一
の
た
め

に
備
え
、
真
剣
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。
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第
61
回
国
民
体
育
大
会

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
が
兵

庫
県
で
開
催
さ
れ
、
少
年

男
子
が
６
位
入
賞
し
ま
し

た
。こ

の
大
会
は
、
県
で
選

考
さ
れ
た
青
森
県
代
表
選

手
が
、
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
予

選
に
出
場
し
、
上
位
２
県

が
国
体
へ
の
出
場
権
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で

す
。試

合
前
に
選
手
達
は

｢

昨
年
以
上
の
成
績
を
残

し
た
い｣

と
抱
負
を
語
り
、

国
民
体
育
大
会
に
臨
ん
だ

選
手
た
ち
は
、
一
人
ひ
と

り
の
実
力
も
は
も
ち
ろ
ん
、

普
段
以
上
の
力
と
最
高
の

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
発
揮
し
、

６
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し

た
。入

賞
を
決
め
た
当
日
は
、

今
別
高
校
60
周
年
記
念
式

典
が
同
高
で
行
わ
れ
お
り
、

集
っ
て
い
た
関
係
者
は
大

喜
び
で
健
闘
を
た
た
え
ま

し
た
。
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11
月
10
日
、
町
開
発
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
東
青
地
区
精
神
障
害
者
家
族
会
の
交
流

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
約
100
名
の

参
加
者
が
集
ま
り
、
午
前
は
東
地
方
保
健

所
の
反
町
医
師
に
よ
る

｢
た
ば
こ
の
健
康

被
害｣

に
つ
い
て
講
演
会
が
行
わ
れ
、
参

加
者
は
喫
煙
問
題
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え

て
い
ま
し
た
。

午
後
は｢

楽
し
く
体
を
動
か
そ
う｣
と
、

青
森
県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
の
福
士

さ
ん
指
導
の
も
と
、
み
ん
な
で
ゲ
ー
ム
や

ダ
ン
ス
を
楽
し
み
、
終
始
笑
い
声
が
耐
え

な
い
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
年

に
一
度
行
わ
れ
る
交
流
会
で
は
、
お
互
い

の
悩
み
や
近
況
を
報
告
し
あ
い
、
話
に
花

が
咲
い
た
よ
う
で
す
。
来
年
は
外
ヶ
浜
町

平
舘
地
区
で
の
再
会
を
誓
い
、
閉
会
と
な

り
ま
し
た
。
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11
月
９
日
、
市
内
青
森
明
の
星
高
校

(

渡
邉
一
校
長)

主
催
に
よ
る
英
語
ス
ピ
ー

チ
コ
ン
テ
ス
ト
が
同
高
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。教

科
書
の
内
容
を
暗
唱
す
る
部
と
自
作

の
文
章
を
ス
ピ
ー
チ
す
る
部
の
二
部
門
が

行
わ
れ
、
東
青
地
区
と
上
北
町
の
中
学
校

14
校
か
ら
31
人
が
参
加
し
発
音
や
表
現
力

を
競
い
ま
し
た
。

暗
唱
の
部
で
は
山
田
沙
紀

(

２
年)

さ

ん
が
５
位
入
賞
、
ス
ピ
ー
チ
の
部
で
は
、

相
内
香
穂

(

３
年)

さ
ん
が
３
位
、
山
内

麻
未

(
３
年)

さ
ん
が
４
位
に
入
賞
し
ま

し
た
。
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第
16
回
東
北
少
年
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

大
会
が
黒
石
市
で
開
催
さ
れ
、
中
学

校
男
子
の
部
で
猪
ノ
口
貴
史
く
ん

(

今
中
３
年)

が
５
位
、
澤
田
大
樹

く
ん

(

今
別
中
３
年)

が
８
位
入
賞

し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、

全
国
各
地
か
ら

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
選
手
が
出
場

す
る
中
で
、
町

ジ
ュ
ニ
ア
フ
ェ

ン
サ
ー
も
大
健

闘
し
ま
し
た
。
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今年も残すところあとわずか｡ 楽しかったこと
も､ 忘れてしまいたいことも､ すべてお酒に流し
てしまいたい・・・さあ､ 飲んでしまおう!!とい
う方､ 要注意です｡ 過量のアルコールは脳卒中を
始めとした深刻な健康被害を引き起こします｡ 青
森県人としては決して人事ではありません｡
｢酒は飲んでも呑まれるな｡ 一合こえたら要注

意！｣ を合言葉に､ お互いに飲酒を強要すること
なく､ 楽しく忘新年会シーズンをすごしましょう｡
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11月１日､ 今別小学校において､ 来年度､ 小学
校へ入学する児童の健診が行われ､ 同時に保護者
の方へ保健師による ｢たばこの害｣ と題した子育
て講座が行われました｡ 小学校入学後の早期のう
ちからたばこの害について学習する必要があるの
は､ できるだけ早いうちからたばこの害の知識を
得て､ 自分自身で ｢吸う｣ か ｢吸わない｣ かの選
択をするための考える力を養うためであることを
学びました｡ また､ 家庭においても､ たばこを吸
う環境が ｢普通｣ となり､ 子ども達が ｢自然｣ に
たばこを吸うことを覚えていかないよう､ 家族全
員で子どもをたばこの害から守っていくことが大
事であることを確認していました｡

����������������		
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第１回目はウォーキングを中心に開催しました
が､ みなさまのご要望にお応えして､ 第２回健康
教室を開催いたします｡ 今回の内容は､ ｢冬でも
室内でできる運動・リラクゼーション｣ です｡ 寒
くて体を動かすことがおっくうになってくるあな
たに､ 運動不足解消のヒントをお伝えします｡ メ
タボリック症候群をはじめとする生活習慣病は日々
のちょっとした運動で改善するものです｡
����：12月15日(金)午前10時(受付９時30分～)
� �：今別町開発センター
� �：室内で体を動かしますので､ 動きやす

い服装､ 内履き､ 水分､ バスタオルを
ご用意ください｡

����：電話で町民福祉課保健師までお申し込
みください｡
電話０１７４－３５－２４６５
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11月21日､ 今別小学校において４年生を対象に
保健師と助産師による ｢いのちのお話｣ 出前講座
が開催されました｡ 当日は性教育プロジェクト
“あかり”から５名の助産師を講師に迎え､ ｢い
のちの始まり｣ から ｢いのちが生まれるまで｣ や､
お産の様子を模型で実際に体験しながら学びまし
た｡ また､ 人形を使い､ 赤ちゃんの重さや感触を
体験した子供たちは ｢赤ちゃんって小さい､ 重い｣
など命の重さを感じていたようでした｡
参加した保護者との話し合いの中で ｢家庭での
性教育の難しさ｣ について話題が出され､ 日ごろ
からの親子の対話が自然な性教育につながってい
くのだということを学んでいました｡
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第
二
次
大
戦
末
期
、
国
内
の
あ

ら
ゆ
る
物
資
が
欠
乏
し
、
ガ
ソ
リ

ン
の
不
足
を
松
の
根
か
ら
と
っ
た

油
で
補
う
事
さ
え
あ
り
ま
し
た
。

戦
時
中
、
昭
和
18
年
の
県
下
の

ヒ
バ
の
伐
採
量
は
63
万
�
。
そ
れ

ま
で
の
単
年
度
の
最
高
記
録
で
す
。

し
か
し
、
戦
後
の
復
興
と
高
度
経

済
成
長
期
の
伐
採
を
比
べ
た
ら
わ

ず
か
な
も
の
で
す
。(

昭
和
46
年

の
ピ
ー
ク
時
は
270
万
�)

大
都
市

圏
で
の
高
層
ビ
ル
、
地
下
鉄
、
重

工
業
の
工
場
群
、
新
幹
線
な
ど
建

設
ラ
ッ
シ
ュ
で
す
。

木
材
需
要
は
う
な
ぎ
の
ぼ
り
。

木
材
価
格
も
た
ち
ま
ち
倍
増
で
す
。

こ
の
需
要
に
応
え
て
林
野
庁
は
、

こ
れ
ま
で
の
山
林
開
発
の
規
制
を

取
り
除
き

｢

生
産
力
の
向
上
を
目

指
す｣

方
針
と
な
り
ま
し
た
。
奥

山
ま
で
ヒ
バ
、
ブ
ナ
林
な
ど
を
皆

伐
し
、
そ
の
跡
地
に
樹
種
更
新
と

い
っ
て
成
長
の
速
い
ス
ギ
な
ど
を

植
え
つ
け
る
も
の
で
す
。
森
林
軌

道
は
取
り
払
わ
れ
、
ト
ラ
ッ
ク
や

ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
の
往
復
す
る
大
型

林
道
の
建
設
。
崖
地
か
ら
の
土
砂

が
谷
間
に
崩
れ
落
ち
れ
ば
、
沢
が

埋
ま
る
。
皆
伐
の
あ
と
、
雨
水
が

増
水
し
て
流
下
す
る
河
川
の
被
害

を
防
ぐ
た
め
、
ダ
ム
や
え
ん
堤
が

作
ら
れ
山
と
川
の
様
相
は
一
変
し

ま
し
た
。
こ
う
し
て
昭
和
20
年
代

後
半
か
ら
約
30
年
間
、
青
函
ト
ン

ネ
ル
工
事
も
あ
り
、
経
済
的
な
潤

い
に
地
元
も
賑
わ
い
ま
し
た
。

営
林
署
長
さ
ん
な
ど
も
宴
会
の

主
役
。
豊
か
な
木
材
資
源
の
伐
採

景
気
は
、
金
銭
感
覚
を
麻
痺
さ
せ

る
こ
と
も
あ
っ
た
か
知
れ
ま
せ
ん
。

不
正
な
木
材
取
引
も
あ
り
、
屋
材
、

船
材
の
払
い
下
げ
も
使
用
数
の
倍

で
申
告
し
た
も
の
だ
、
と
い
う
声

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
こ
の
拡
大
一

斉
造
林
事
業
に
は
た
く
さ
ん
の
労

働
力

(

人
手)

も
必
要
で
し
た
。

企
業
的
な
眼
か
ら
す
れ
ば
、
均
衡

を
欠
い
た
予
算
の
仕
組
み
も
指
摘

さ
れ
ま
す
。
造
林
へ
の
予
算
の
集

中

(

当
時
、
ス
ギ
の
40
年
も
の
の

材
の
売
値
が
一
本
二
百
円
な
の
に
、

造
林
用
の
ス
ギ
苗
が
一
本
二
百
二

十
円
の
納
入
価
格
な
ど)

を
誰
も

怪
し
ま
な
か
っ
た
。

そ
し
て
そ
の
あ
と
の
育
林
の
た

め
の
、
蔓つ
る

切
り
や
、
枝
打
ち
な
ど

の
予
算
が
削
ら
れ
、
そ
れ
が
現
在

の
誰
の
目
に
も
明
ら
か
な
、
手
入

れ
の
な
い
ス
ギ
林
の
荒
廃
に
な
っ

た
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

伐
採
量
は
年
毎
に
増
え
て
い
き

ま
す
が
、
た
と
え
ば
増
川
営
林
署

の
収
支
を
見
て
も
、
昭
和
50
年
か

ら
赤
字
と
な
り
、
こ
の
後
逆
転
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

木
材
価
格
が
高
く
な
っ
た
こ
と
や
、

次
第
に
木
造
住
宅
建
設
が
下
火
に

な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
決

定
的
な
打
撃
と
な
っ
た
の
は

(

ス

ギ
の
価
格
破
壊
を
お
こ
す)

昭
和

50
年
代
の
外
材
の
緊
急
輸
入
と
そ

れ
に
続
く
、
外
材
の
自
由
化
と
い

う
の
が
通
説
。

利
益
と
効
率
優
先
の
も
う
か
る

国
有
林
を
め
ざ
し
た

｢

拡
大
一
斉

造
林｣

は
結
局
、
林
業
の
切
捨
て

を
招
き
ま
し
た
。

私
た
ち
の
地
域
生
活
基
盤
の
ひ

と
つ
で
あ
る
林
業
の
再
生
を
ど
う

し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。澤田 瑞穂さん

(今別八幡宮宮司)
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除雪作業は交通の少ない夜間及び早朝作業が主となり､ 降雪・地吹雪中の作業の為視界

も悪く非常に危険｡ また､ 駐車されている部分が除雪できなくなり､ これが交通障害の基
となっている場合が一番多い｡
���������� !"#$%&'()�������
除雪車は重機械であり前方でも10m以内に入ると死角となります｡
又､ 雪の中に入っている砕石・木材等が飛散する場合もありますので､ 30m以内には

近寄らないで下さい｡
*�����+,-./��01/�23�
風向・道路条件・雪提条件等で右側を走行しながら除雪を行う場合もありますので徐行して下さい｡
※除雪機械は作業中必ず ｢黄色回転灯を点灯して走行しています｡｣
4����&56789:;<=�>?@�AB�C)DE&F�GHI;GH2�JKL�23�
特に物件破損は発生と同時に速やかに報告がないと原因究明も困難となり､ 保証対象外となります｡
M���NO��PQ@�R/�S�T�UC)VWXYZZ����
放置されますと地吹雪・降雪等で雪の中に自動車が埋もれて､ 除雪車が発見できず､ 衝突する危険があります｡
(目印はできるだけ高く立てて下さい｡)

[\�&�X]Z�������
道路除雪は全部機械力で行いますので､ 工法上路側に雪が溜り､ 一定量になれば運搬排雪しますので通路等に入っ

た雪は路側に積んでおいて下さい｡
^\�X_T`�2�ab�
私有物件 (木材等) が路上にはみ出していると除雪車が衝突又は巻込みの為重大な事故発生の原因になります｡
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起
床
ラ
ッ
パ
で
目
を
覚
ま
し
、

消
燈
ラ
ッ
パ
で
就
寝
、
国
民
を
守
っ

て
く
れ
る
関
東
軍
独
立
守
備
隊
。

克
山
街
の
日
本
人
達
は
安
心
し

頼
り
に
暮
ら
し
て
お
っ
た
の
で
す
。

日
本
人
誰
も
忘
れ
る
事
の
出
来

な
い
敗
戦
、
そ
の
年
の
８
月
15
日

前
後
の
大
雨
、
毎
日
が
空
の
底
が

抜
け
た
程
の
雨
量
、
雷
は
窓
ガ
ラ

ス
が
割
れ
る
響
き
、
若
い
私
も
何

か
不
吉
な
予
感
で
し
た
。

頼
り
の
夫
は
召
集
、
産
後
の
世

話
に
来
て
い
た
義
姉
も
興
安
街
に

帰
り
、
産
後
20
日
足
ら
ず
、
そ
こ

へ
８
月
15
日
の
玉
音
放
送
、
信
じ

ら
れ
よ
う
か
神
の
国
日
本
が
負
け

る
な
ん
て
吃
度
流
言
だ
、
で
も
そ

の
日
の
午
後
か
ら
満
人
が
一
変
し

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

関
東
軍
は
８
月
15
日
前
に
解
散

し
、
兵
舎
は
空
っ
ぽ
だ
。
日
本
人

は
軍
の
玉
除
け
に
さ
れ
た
ん
だ
、

満
人
は
関
東
軍
が
解
散
す
る
前
か

ら
判
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

男
は
皆
召
集
、
老
い
た
高
野
理

事
長
、
病
人
の
鮎
川
さ
ん
穀
物
検

査
員
の
渡
辺
さ

ん
、
こ
れ
又
老

人
、
結
局
満
系

職
員
を
頼
る
し

か
な
か
っ
た
。

15
日
満
系
と

日
系
家
族
全
員
、

夕
食
後
理
事
長
宅
集
合
、
私
は
生

活
の
知
恵
等
全
然
な
く
、
皆
に
従

う
の
み
で
す
。
満
系
の
屯
さ
ん
通

訳
、
こ
の
人
は
私
の
夫
の
部
下
で

経
理
を
担
当
す
る
優
秀
な
職
員
だ

そ
う
で
す
。
屯
さ
ん
の
話
で
は
今

夜
中
に
も
暴
動
の
恐
れ
が
あ
る
の

で
、
一
刻
も
早
く
避
難
先
を
決
め

る
事
、
等
々
他
の
職
員
に
も
指
示

し
て
、
大
車
は
三
台
雇
い
職
員
達

が
守
っ
て
避
難
先
ま
で
送
る
。
そ

の
中
、
屯
さ
ん
の
交
渉
で
克
山
街

の
つ
る
屋
旅
館
の
大
広
間
に
避
難
、

明
朝
出
来
る
だ
け
早
く
出
発
と
決

定
し
た
。
会
社
の
金
庫
の
現
金
を

各
家
族
の
頭
割
り
、
大
人
、
子
供

一
緒
、
満
系
職
員
は
日
系
職
員
の

半
額
、
そ
の
分
会
社
全
部
職
員
で

平
等
に
分
け
、
各
家
庭
の
財
産
は

持
て
る
だ
け
持
つ
事
。
日
系
家
族

全
員
21
名
で
す
。
金
目
の
品
以
外

は
満
人
職
員
に
や
る
事
等
、
朝
ま

で
満
人
職
員
が
見
張
り
、
暴
民
達

か
ら
職
員
に
や
る
事
等
、
朝
ま
で

満
人
職
員
が
見
張
り
、
暴
民
達
か

ら
守
る
事
で
解
散
。
し
か
し
、
何

か
ら
ど
の
よ
う
に
手
を
付
け
て
よ

い
か
判
ら
な
い
。

征
弘
は
す
や
す
や
眠
っ
て
い
た
、

義
姉
が
造
っ
て
く
れ
た
リ
ュ
ッ
ク

に
オ
シ
メ
を
出
来
る
だ
け
押
し
込

ん
だ
。
ま
ず
大
金
、
普
通
の
靴
な

ら
多
く
入
ら
な
い
、
編
上
げ
な
ら

倍
の
札
が
入
る
、
寒
さ
に
向
っ
て

い
る
が
、
今
は
ま
だ
ど
の
靴
で
も

よ
い
。
札
を
下
敷
き
変
り
、
さ
れ

ど
も
札
が
残
る
。
若
し
や
も
う
一

度
こ
の
社
宅
に
帰
れ
る
か
も
し
れ

な
い
。
と
水
洗
ト
イ
レ
の
タ
ン
ク

に
札
束
を
い
っ
ぱ
い
入
れ
た
。
衣

類
は
風
呂
敷
二
個
、
眠
っ
て
る
征

弘
を
オ
シ
メ
の
上
に
乗
せ
て
首
が

出
る
程
に
征
弘
の
衣
類
を
足
し
た

り
、
出
発
す
る
時
の
予
行
だ
、
リ
ュ
ッ

ク
の
征
弘
を
前
に
肩
か
ら
非
常
袋
、

何
を
詰
め
た
か
記
憶
に
な
い
。
そ

の
晩
遅
く
事
件
が
起
っ
た
。
そ
の

現
状
を
見
た
者
と
し
て
、
思
い
出

し
た
く
な
い
し
、
書
く
事
等
出
来

ま
せ
ん
。
そ
の
晩
頼
り
の
鮎
川
さ

ん
、
隣
の
宮
本
さ
ん
の
奥
さ
ん
は

自
害
、
二
人
の
仲
間
を
亡
く
し
、

そ
の
遺
体
の
弔
い
も
せ
ず
早
朝
社

宅
を
後
に
し
た
の
で
す
。
つ
る
屋

旅
館
ま
で
約
２
キ
ロ
、
遠
く
感
じ

後
ろ
髪
引
か
れ
る
思
い
と
は
あ
ん

な
気
持
な
の
で
し
ょ
う
か
？
…
…

つ
る
屋
旅
館
で
の
生
活
は
次
号

で
綴
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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青森県では､ 母子家庭などのお子さんが､ 修学・修業などの際に必要な資金の貸付の申込を受け付けしています｡ なお､
貸付の限度額や償還方法､ 償還期間などの詳細については東地方健康福祉こどもセンターまでお問い合わせ下さい｡
時 期 平成19年２月28日 (土・日曜日､ 祝日､ 年末年始を除く) ※修学資金の申込みは随時受け付けしています｡
対象者 来春､ お子さんが小・中学校､ 高等学校､ 高等専門学校､ 短期大学､ 大学､ 各種学校へ進学する母子・寡婦家庭の
方 (小・中学校の就学仕度資金は所得税非課税の場合に限る)
������ ��	
��
��������
� ������������

��������	
��
�� !"#$%&&
水道管や蛇口には布切れや毛布､ あるいは専用の保温材を巻き､ 濡れないようにビニールを巻く｡
水道メーターのボックス内には､ 布切れなど保温材をビニール袋に入れて保護する｡
水抜き栓､ 不凍栓をご使用の家庭では就寝時や留守にするとき忘れずに水抜きし､ 蛇口を開いておく｡
'� ()*+,-./0&&
蛇口を開け､ 凍った部分にタオルか布をかぶせ､ 蛇口の方からぬるま湯をまんべんなくゆっくりかける｡
水抜き栓自体が凍ってハンドルが動かないときは､ 無理に回さずハンドルの軸
からぬるま湯で加温する｡
123(456789:(4/0&&
メーターボックス内に止水栓があるときは､ ハンドルを右に回して水を止める｡
止水栓がないときは､ 破裂またはヒビ割れした部分に布やテープなどで応急
処置をしてから､ 役場水道担当または､ 町の公認水道業者に連絡して修理する｡
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� � 平成18年12月９日 (土)
午前10時～午後３時

��� 中央公民館
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まちの行事予報 12／１～１／10

日 曜 行 事 予 定 (場所)
３ 日 今別町総合福祉展 (開発センター)

16 土 町民フェンシング大会 (町立体育館)

22 金 今別小中学校終業式

25 月 ・町民税第３期納期限
・国民健康保険税第５期納期限
・介護保険料第５期納期限

28 木 官公庁仕事納め

１ 月

１ 月 元旦

４ 木 官公庁仕事始め

� � � �
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２等陸・海・空士 (男子)
�� �

２年又は３年の任期制隊員 (継続勤務可)
�����

平成19年４月１日現在､ 18歳以上27歳未満の男子
���� (受付期間)
第１回：平成18年12月10日 (日) (～12月１日まで)
第２回：平成19年１月21日 (日) (～１月12日まで)
第３回：平成19年２月18日 (日) (～２月９日まで)
第４回：平成19年３月４日 (日) (～３月23日まで)
採用予定数に到達した時点で､ それぞれ以降の試験は
実施しません｡
�����：陸上自衛隊青森駐屯地 (青森市浪館)
���
��� 自衛隊青森地方協力本部青森募

集案内所 (℡017－783－2995)

��������	
�����
����
相談無料 青森相談センターへ！ 017-722-1025
 !"�#$%&'() *+��,-./

○相談日：月曜日～金曜日 (除く：土・日曜､ 祝)
9:00～12:00 13:00～17:00
○専門の相談員がご相談に応じます｡
○損害保険一般のご相談も受付します｡
○青森市堤町２－１－７ ＴＡＰ堤町ビル４Ｆ
弁護士無料相談もあります｡ 詳しくは下記のとおり
○青森相談センター受付となります｡
○毎月第４水曜日午後１時～４時 予約制・要面談
※注 弁護士相談は､ 予め前日までに予約し､ 手持ち資
料等ご持参下さい｡

(※役場仕事納め､ 仕事始めは通常時間)
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※
町
に
住
所
を
有
す
る
３
歳
以
下

(

平
成
14
年
４
月
２
日
誕
生

日
以
降)

の
子
ど
も
さ
ん
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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